
吉川市障がい者活躍推進計画の実施状況の公表 

評価年度 令和４年度 

目標に対する達成度 ①採用に関する目標 

【市長部局・教育委員会】 

実雇用率：２．５４％（令和４年６月１日時点） 

※法定雇用率（２．６％）を下回っているが、算定基礎労働者数に法定

雇用率を乗じて得た数（１未満の端数切り捨て）から算定障がい者数

を減じて得た数（不足数）が０．０であり、この場合、実雇用率が法

定雇用率を下回っていても法定雇用率達成となる。 

【水道事業・議会事務局】 

 職員規模が１０人程度の小規模な機関であり、採用事務を行っていな

いが、庁内研修への参加等により、障がい者雇用の推進に関する理解を

促進した。 

②定着に関する目標 

不本意な離職は生じていない。 

取組内容の実施状況 １ 障がい者の活躍を推進する体制整備 

（組織面） 

【市長部局】 

〇障害者雇用推進者として政策室主幹を選任した。 

【水道事業】 

〇障害者雇用推進者として水道課長を選任した。 

【議会事務局】 

〇障害者雇用推進者として議会事務局長を選任した。 

【教育委員会】 

〇障害者雇用推進者として教育総務課長を選任した。 

（人材面） 

〇大学を卒業し、その後一年以上、障がい者である職員又は労働者の職

業生活に関する相談及び指導についての実務に従事した経験を有する

者を障害者職業生活相談員に選任した。 

２ 障がい者の活躍の基本となる職務の選出・創出 

〇所属長による人事評価面談において、障がい者と業務の適切なマッチ

ングができているか確認を行った。 

〇身体障がい等により従来の業務遂行が困難となった障がい者から相談

があった場合は、負担なく遂行できる職務について検討を行った。 



３ 障がい者の活躍を推進するための環境整備・人事管理 

（１）職務環境 

〇新規に採用した障がい者については必要な配慮等を把握し、継続的に

必要な措置を講じた。 

（２）採用・募集 

〇採用選考にあたり、障がい者からの要望を踏まえ、試験の実施方法等

について障がい特性への配慮を行う体制を整えた。 

（３）働き方 

〇全庁的に年次休暇等の取得を呼びかけ、各種休暇の利用を促進した 

〇全庁掲示板等にて時差出勤等、柔軟な勤務時間制度の利用を促進し

た。 

（４）キャリア形成 

〇本人の希望等も踏まえつつ、必要な研修等を実施した。 

（５）その他の人事管理 

〇定期的な面談や自己申告書により、状況把握・体調配慮を行った。 

４ その他 

国等による障害者就労施設等からの物品等の調達の推進等に関する法

律に基づく障がい者就労施設等への発注等を全庁的に行い、障がい者の

活躍の場の拡大を推進した。 

「目標に対する達成

度」及び「取組内容

の実施状況」に対す

る点検結果 

採用に関する目標を達成しているとともに、定着に関する目標におい

ても不本意な離職が生じていないことから目標を達成している。 

取組内容においては、計画通り適切に対応している。 

計画の見直し・修正 今後、必要に応じて計画の見直し等を行う。 

 


